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調査概要「18歳意識調査」
-地方議会-

全国の17歳～19歳男女

1,000

※性年齢別の人口比率に合わせ、下記の通り割り付けを実施。

2023年2月22日（水）～2月27日（月）

インターネット調査
注記1：回答者がインターネット利用者に限られるなど、回答者に何らかの偏りが生じる可能性があり、

必ずしも日本全体の17～19歳男女に妥当するものではない。
注記2：本編の図表の数値は、小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100％と

はならない。
注記3：各頁のメッセージにおいて、数値に結果に言及する際は、%表示の小数点以下は四捨五入し、整

数で記載している。
注記4：その他の自由回答については、全体の1.5%以上が回答した場合のみ掲載している。

17歳 18歳 19歳 計
男性 168 170 176 514
女性 159 160 167 486
計 327 330 343 1,000

調査対象

回答数

実施期間

調査手法
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第55回18歳意識調査
「–地方議会–」
結果概要

あああああ
① 統一地方選挙が行われることを知っていた人は男性で4割弱、女性では3割弱。
② 選挙が予定されている地域に住民票のある男女のうち、選挙があることを認識

していたのは15%程度。選挙があることを認識していた人の約8割は投票をす
る予定であった。

統一地方選挙に
対する認知1
あああああ

① 男女とも半数近くが地方議会の役割について知らなかった。また、地方議会が
その役割を果たしているか「わからない」と回答した人が半数程度存在。

② 地方議会の活動については、男女とも、「目にした・関与したことがあるものがな
い」と回答した人が半数以上を占める。

地方議会の役割・
活動に対する認知2
あああああ

① 地方議会に期待することとして、「住民の意見・要望を聞く機会を設ける」、「住
民が生活で困っていることなどの相談を受ける」との回答がそれぞれ3割程度。
他方、特に期待することはないとの回答も4割弱あった。

② 首長や地方自治体と比較して、地方議会への信頼度は低い傾向が見られた。

地方議会への
期待と信頼3
あああああ

① 近年の、特に町村議会における議員のなり手不足の状況について、約4割が
「知っていた」と回答し、その状況について約6割は「問題だと思う」と回答した。

② なり手を増やすための取り組みとしては、男女とも半数程度が「若者の議会進
出の促進するべき」と回答した。

地方議員の担い手
不足に対する考え4
あああああ ① 進めるべきデジタル化の取り組みについて、男女とも、「SNS等による議会の情

報発信」と「オンラインによる市民アンケートの実施」との回答が多かった。
議会のデジタル化
に対する考え5
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詳細
1. 統一地方選挙に関する認識と行動
2. 地方議会についての認識と考え
3. 地方議会の課題に対する認識と考え
4. 地方議会のデジタル化に対する考え
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統一地方選挙に対する認識

6

統一地方選挙について、全体の約3割が、「実施されることを知らなかった」と回答した。また、全体の約4
割が「統一地方選挙の意味などをよく知らなかった」と回答した。女性の方が男性よりも、 「実施されるこ
とを知らなかった」「統一地方選挙の意味などをよく知らなかった」と回答した割合が高い。

質問1：道府県と政令指定都市の首長と議会議員選挙は4月9日、それ以外の市区町村の首長と議
会議員選挙は4月23日に行われます。あなたは統一地方選挙が行われることについて、知っていました
か。（選択式/単一）

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

11.0

14.0

7.8

21.0

23.9

17.9

29.2

27.4

31.1

38.8

34.6

43.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

具体的な時期を含めて、知っていた
具体的な時期は知らなかったが、近々実施されることを知っていた
実施されることを知らなかった
統一地方選挙の意味などをよく知らなかった

全体/性別



質問2：あなたの住民票がある地域では4月に統一地方選挙が行われる予定ですか。（選択式/単一）

統一地方選挙に対する認識

7

選挙が予定されている地域に住民票がある18歳以上の男女のうち、「選挙がある」と認識していた人は
全体の15%程度に留まる。男性の方が女性よりも、「選挙がある」と認識していた人の割合が高い。

全体/性別

※1 質問1で統一地方選挙の実施について「実施されることを知らなかった」もしくは「統一地方選挙の意味などをよく知らなかった」と回答
した人を「統一地方選挙の実施自体を知らない」に分類した。
※2 選挙が予定されている地域に住民票がある18歳以上の回答者のみを集計した。選挙が予定されている地域については、総務省
「令和5年統一地方選挙執行予定団体に関する調査（令和5年1月1日時点）」を基に判断した。

全体
 (n=597)

男性
 (n=307)

女性
 (n=290)

15.4

19.2

11.4

3.2

3.6

2.8

13.7

14.7

12.8

67.7

62.5

73.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

選挙がある
選挙はない
知らない・わからない
統一地方選挙の実施自体を知らない（※1）



統一地方選挙に対する認識

8

住民票のある地域区分別に見ると、特別区・指定都市と中核市・特例市と比較して、その他地域に住
民票のある人は、「選挙がある」と認識していた割合がやや低い傾向が見られた。

質問2：あなたの住民票がある地域では4月に統一地方選挙が行われる予定ですか。（選択式/単一）

全体/地域区分

※1 質問1で統一地方選挙の実施について「実施されることを知らなかった」もしくは「統一地方選挙の意味などをよく知らなかった」と回
答した人を「統一地方選挙の実施自体を知らない」に分類した。
※2 選挙が予定されている地域に住民票がある18歳以上の回答者のみを集計した。選挙が予定されている地域については、総務省
「令和5年統一地方選挙執行予定団体に関する調（令和5年1月1日時点）を基に判断した。
※2 地域区分は総務省ウェブサイト（URL：https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/bunken/chihou-
koukyoudantai_kubun.html、閲覧日：2023年3月3日）を基に分類した。

全体
 (n=597)

特別区・指定都市
 (n=176)

中核市・特例市
 (n=150)

その他地域
 (n=264)

15.4

16.5

16.7

14.0

3.2

2.8

2.0

4.2

13.7

12.5

16.0

13.6

67.7

68.2

65.3

68.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

選挙がある
選挙はない
知らない・わからない
統一地方選挙の実施自体を知らない（※1）



質問3：あなたは今年4月の統一地方選挙で、投票する予定ですか。（選択式/単一）

統一地方選挙での投票予定

9

住民票のある地域で選挙があることを認識していた18歳以上の男女のうち、8割以上は統一地方選挙
で「投票する」（※）と回答した。女性の方が男性よりも、 「投票する」と回答した割合が高い。
※ 「投票する」、「たぶん投票する」の合計。

全体/性別

※選挙が予定されている地域に住民票がある18歳以上の回答者のうち、選挙があることを認識していた回答者のみを対象とした質問。
選挙が予定されている地域については、総務省「令和5年統一地方選挙執行予定団体に関する調（令和5年1月1日時点）を基に
判断した。

全体
 (n=92)

男性
 (n=59)

女性
 (n=33)

50.0

52.5

45.5

31.5

27.1

39.4

9.8

10.2

9.1

3.3

5.1

0.0

5.4

5.1

6.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

投票する たぶん投票する
たぶん投票しない 投票しない
まだ決めていない／わからない



質問4：質問3で「投票しない」「たぶん投票しない」とお答えした方にお聞きします。投票しない理由を教
えてください。（選択式/複数、「地方議会の役割について知らなかった」以外はランダムに表示） ）

（参考）統一地方選挙での投票しない理由

10

「投票しない」（※）と回答した人にその理由を聞くと、「どの候補者がよいかわからない／違いがよくわから
ないから」、「投票に行くのが面倒くさいから」、「選挙に関心がないから」の順に回答が多かった。
※ 「投票する」、「たぶん投票する」の合計。

全体/性別

※「全体」の降順で掲載。
※N数が少ないため、
参考として掲載。

（n=12）
どの候補者がよいかわからない／

違いがよくわからないから

投票所に行くのが面倒くさいから

選挙に関心がないから

期日前投票・投票日のいずれも
予定があるから

投票の仕方を知らない・
わからないから

特に理由はない・なんとなく

選挙や政治に詳しくないから

投票したい候補者がいない／
選択肢が少ないため

住民票が今住んでいる場所とは
違う場所にあるから

自分一人が投票しなくても、
大きな影響はないから

その他

50.0

41.7

33.3

25.0

25.0

16.7

16.7

8.3

8.3

0.0

8.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)



質問5：近年、統一地方選挙の投票率は50％前後です。あなたはこの数値についてどう感じますか。
（選択式/単一）

統一地方選挙の投票率に対する考え

11

近年の統一地方選挙の投票率が50％前後であることについて、「想像していたよりも低いと感じる」（※）

との回答が全体の半数程度を占める。女性の方が男性よりも、「想像していたよりも低いと感じる」と回答
した割合がやや高い。 ※「想像していたよりも低いと感じる」、「想像していたよりもやや低いと感じる」の合計。

全体/性別

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

5.2

6.0

4.3

19.8

19.1

20.6

25.4

24.3

26.5

21.0

20.4

21.6

28.6

30.2

27.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

想像していたよりも高いと感じる 想像していたよりもやや高いと感じる
想像していたよりもやや低いと感じる 想像していたよりも低いと感じる
特に何も感じない・わからない



詳細
1. 統一地方選挙に対する認識と行動
2. 地方議会に対する認識と考え
3. 地方議会の課題に対する認識と考え
4. 地方議会のデジタル化に対する考え
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【地方公共団体としての意思決定】
首長が提案する予算、決算、条例制定・改廃、契約締結等の

審議の場において、多様な住民の意見を反映させ、
様々な意見を出し合い、その可否を判断すること

【首長への提言】
地域の状況や地域の施策を確認・調査し、

議会で議論するとともに、条例制定や改廃の提案をすること

【住民の総意を反映した意見表明】
住民の代表として、公益に関することについて、

国会、国の各省庁、県等に意見書を提出すること

【執行機関の監視】
決定事項や行政運営などが誠実に遂行されているかどうかを

監査・監督・確認すること

地方議会の役割について知らなかった

32.2

28.8

28.4

20.2

46.7

31.7

29.2

30.2

21.2

44.6

32.7

28.4

26.5

19.1

49.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

全体 (n=1,000) 男性 (n=514) 女性 (n=486)

地方議会の役割に対する認識

13

地方議会の役割について、全体の半数近くが「知らなかった」と回答。知っている役割としては、「地方公
共団体としての意思決定」、「首長への提言」、「住民の総意を反映した意思表明」の順に回答が多い。

質問6：地方議会の役割について、あなたが知っていたものをすべて教えてください。
（選択式/複数、「地方議会の役割について知らなかった」以外はランダムに表示）

※「全体」の降順で掲載。

全体/性別



地方議会の役割についての考え
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質問7：あなたは、地方議会が求められる役割を果たしていると考えますか。都道府県議会と市区町村
議会、それぞれについてお答えください。（選択式/単一）

都道府県議会

地方議会が役割を果たしているかどうかについて、都道府県議会と市区町村議会のいずれについても、
半数程度が「わからない」と回答した。また、「役割を果たしていない」（※1）よりも「役割を果たしている」
（※2）と回答した人の割合がやや高かった。※1 「役割を果たしていない」、「どちらかというと役割を果たしていない」の合計。
※2 「役割を果たしている」 、「どちらかというと役割を果たしている」の合計。

全体/性別

市区町村議会

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

7.4

10.7

3.9

20.8

20.6

21.0

14.2

13.8

14.6

8.0

8.0

8.0

49.6

46.9

52.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

役割を果たしている どちらかというと役割を果たしている
どちらかというと役割を果たしていない 役割を果たしていない
わからない

 

 

 

5.2

6.6

3.7

21.2

21.4

21.0

16.2

17.3

15.0

8.5

9.1

7.8

48.9

45.5

52.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

役割を果たしている どちらかというと役割を果たしている
どちらかというと役割を果たしていない 役割を果たしていない
わからない



地方議会の活動に対する認識
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質問8：あなたの住民票がある地域の議会の活動について、目にしたことがあるもの・関与したことがある
ものがありますか。都道府県議会と市区町村議会、それぞれについて教えてください。
（選択式/複数、「その他」・「目にした・関与したことのある活動は特にない」以外はランダムに表示）

都道府県議会と市区町村議会のいずれについても、「目にした・関与したことのある活動は特にない」との
回答が半数以上を占める。目にした・関与したことのある活動としては、「街中でのポスター等で活動内
容を見たことがある」との回答が多い。

※都道府県議会と市区町村議会それぞれについて、「全体」の降順で掲載。

全体/性別

本会議を議場で傍聴したことがある

議員に自分の意見や要望を
伝えたことがある

その他

目にした・関与したことのある
活動は特にない

街中でのポスター等で
活動内容を見たことがある

地域の新聞で
活動内容を読んだことがある

本会議を中継や録画で
見たことがある

議会広報誌・議会だより等を
読んだことがある

議員個人による議会活動報告・
議会だより等を読んだことがある

議会ウェブサイトで
活動内容を読んだことがある

25.3

14.9

12.5

11.2

9.2

9.4

7.4

7.0

2.9

55.9

26.7

17.3

16.1

14.6

13.4

12.8

9.9

9.3

3.9

51.6

23.9

12.3

8.6

7.6

4.7

5.8

4.7

4.5

1.9

60.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

全体 (n=1,000)
男性 (n=514)
女性 (n=486)

本会議を議場で傍聴したことがある

議員に自分の意見や要望を
伝えたことがある

その他

目にした・関与したことのある
活動は特にない

街中でのポスター等で
活動内容を見たことがある

地域の新聞で
活動内容を読んだことがある

議会広報誌・議会だより等を
読んだことがある

議員個人による議会活動報告・
議会だより等を読んだことがある

議会ウェブサイトで活動内容を
読んだことがある

本会議を中継や録画で
見たことがある

25.1

15.9

14.0

10.0

9.8

7.5

7.0

6.1

2.8

53.4

25.7

18.5

16.5

13.4

13.4

10.5

11.3

8.0

3.5

49.6

24.5

13.2

11.3

6.4

6.0

4.3

2.5

4.1

2.1

57.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

全体 (n=1,000)
男性 (n=514)
女性 (n=486)

都道府県議会 市区町村議会

• Wikipedia
• 教科書で調べた
• 授業
• 雑誌に載っていた
• ボランティア
• 忘れた

• Wikipedia
• 教科書で調べた
• 選挙
• 授業
• 忘れた



地方議会に期待すること

16

質問9：あなたが地方議会に期待することは何ですか。あてはまるものをすべて選んでください。
（選択式/複数、「その他」・「特に期待することはない」以外はランダムに表示）

地方議会に期待することとしては、男女とも、「住民の意見・要望を聞く機会を設ける」、「住民が生活で
困っていることなどの相談を受ける」との回答が最も多かった。一方で、約4割近くが「特に期待することは
ない」との回答だった。

※「全体」の降順で掲載。

行政運営などに対する監視機能を強化する

その他

特に期待することはない

住民の意見・要望を聞く機会を設ける

住民が生活で困っていることなどの相談を受ける

首長に対して住民の利益となるような
施策の提言を行う

国会、国の各省庁等へ、
住民の総意を反映した意見書を提出する

議会の仕組みなどについて住民の理解を高める

議会での審議結果などについて住民に報告する

35.2

32.7

20.5

20.5

18.4

14.8

13.6

0.6

36.1

33.1

29.8

20.6

20.6

19.5

15.8

16.9

0.8

37.2

37.4

35.8

20.4

20.4

17.3

13.8

10.1

0.4

35.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

全体 (n=1,000)
男性 (n=514)
女性 (n=486)

全体/性別



地方議会に期待しない理由

17

質問10：質問9で「特に期待することはない」とお答えした理由を教えてください。
（選択式/複数、「その他」・「特に理由はない」以外はランダムに表示）

地方議会に特に期待することはない理由として、全体の約8割が「特に理由はない」と回答。具体的な
理由としては、「議会で何をしているのかよくわからないため」との回答が多かった。

※「全体」の降順で掲載。

全体/性別

その他

特に理由はない

議会で何をしているのかよくわからないため

自身や住民の意見が政策に反映されないため

議会で重要な議論をしていないと感じるため

議員が信頼できない、資質に問題があると感じるため

議員の年齢や属性に偏りがあるため、
多様な住民の意見を反映しているとは思えないため

議員の年齢や属性が自身と離れているため、
自身の立場を代表してくれるとは思えないため

13.9

6.6

4.4

3.9

2.8

2.2

0.6

76.2

9.4

4.7

5.2

3.1

2.1

1.6

1.0

81.2

18.8

8.8

3.5

4.7

3.5

2.9

0.0

70.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

全体 (n=361)
男性 (n=191)
女性 (n=170)



地方議会についての印象

18

質問11. あなたは、今の日本の以下の機関について、どの程度信頼していますか。 （選択式/単一）

全体

首長と地方自治体については、「信頼している（※1）」と回答した人の割合が「信頼していない（※2）」を
上回った。地方議会については、「信頼していない」と回答した人の割合が「信頼している」を上回った。
※1 「信頼している」、「どちらかというと信頼している」の合計。※2 「どちらかというと信頼していない」、「信頼していない」の合計。

全体（n=1,000）

首長
（都道府県知事、市区町村長）

地方自治体

地方議会

9.6

6.3

5.2

23.3

25.2

21.6

16.5

18.0

20.4

9.5

9.1

10.7

41.1

41.4

42.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

信頼している どちらかというと信頼している
どちらかというと信頼していない 信頼していない
わからない

32.9％

31.5％

26.8％

26.0%

27.1%

31.1%



地方議会についての印象

19

質問11. あなたは、今の日本の以下の機関について、どの程度信頼していますか。（選択式/単一）

性別

男女とも、首長、地方自治体、地方議会の順に「信頼している（※1）」と回答した人の割合が高かった。
男性では、地方議会について「信頼していない（※2）」と回答した人の割合が3割を超えた。※1 「信頼してい
る」、「どちらかというと信頼している」の合計。※2 「どちらかというと信頼していない」、「信頼していない」の合計。

男性（n=514） 女性（n=486）

首長
（都道府県知事、市区町村長）

地方自治体

地方議会

13.0

8.0

6.6

23.0

25.3

20.6

16.5

18.9

22.2

9.9

10.1

12.1

37.5

37.7

38.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

信頼している どちらかというと信頼している
どちらかというと信頼していない 信頼していない
わからない

6.0

4.5

3.7

23.7

25.1

22.6

16.5

17.1

18.5

9.1

8.0

9.3

44.9

45.3

45.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

信頼している どちらかというと信頼している
どちらかというと信頼していない 信頼していない
わからない

36.0％

33.3％

27.2％

29.7％

29.6％

26.3％

26.4%

29.0%

34.3%

25.6%

25.1%

27.8%



地方議会についての印象

20

質問11. あなたは、今の日本の以下の機関について、どの程度信頼していますか。（選択式/単一）

特別区・指定都市では、いずれの機関についても、「信頼している（※1）」よりも「信頼していない（※2）」
と回答した人の割合がほぼ上回った。他方、その他地域では、いずれの機関についても、「信頼している」
と回答した人の割合が「信頼していない」を上回った。※1 「信頼している」、「どちらかというと信頼している」の合計。※2
「どちらかというと信頼していない」、「信頼していない」の合計。

特別区・指定都市
（n=282）

首長
（都道府県知事、市区町村長）

地方自治体

地方議会

9.6

7.1

5.7

18.1

19.1

15.2

20.2

22.3

24.5

11.7

9.2

12.4

40.4

42.2

42.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

信頼している
どちらかというと信頼している
どちらかというと信頼していない
信頼していない
わからない

7.5

5.1

4.7

24.4

23.6

21.7

11.8

14.6

15.4

9.4

9.8

11.0

46.9

46.9

47.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

信頼している
どちらかというと信頼している
どちらかというと信頼していない
信頼していない
わからない

11.1

6.8

5.4

26.5

30.1

26.0

17.0

17.9

20.8

8.4

8.4

9.5

37.1

36.9

38.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

信頼している
どちらかというと信頼している
どちらかというと信頼していない
信頼していない
わからない

中核市・特例市
（n=254）

その他地域
（n=442）

地域区分

※地域区分は総務省ウェブサイト（URL：https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/bunken/chihou-
koukyoudantai_kubun.html、閲覧日：2023年3月3日）を基に分類した。

27.7％

26.2％

20.9％

31.9％

28.7％

26.4％ 31.4％

36.9％

37.6％31.9%

31.5%

36.9%

21.2%

24.4%

26.4%

26.4%

26.3%

30.3%



詳細
1. 統一地方選挙に対する認識と行動
2. 地方議会に対する認識と考え
3. 地方議会の課題に対する考え
4. 地方議会のデジタル化に対する考え

21



質問12：近年、特に町村議会で議員のなり手が減り、無投票当選や定員割れが起きています。 あな
たはこの状況について知っていましたか。（選択式/単一）

地方議会の課題に対する認識

22

近年の、特に町村議会における議員のなり手不足の状況について、全体の約4割が「知っていた（※）」と
回答した。男性の方が女性よりも、「知っていた」と回答した人の割合が高い。
※ 「背景や具体的な数値について知っていた」、「なんとなく聞いたことがあった」の合計。

全体/性別

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

5.9

8.6

3.1

31.2

30.9

31.5

36.5

31.3

42.0

26.4

29.2

23.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

背景や具体的な数値について知っていた
なんとなく聞いたことがあった
知らなかった
意味がよくわからない



質問12：近年、特に町村議会で議員のなり手が減り、無投票当選や定員割れが起きています。 あな
たはこの状況について知っていましたか。（選択式/単一）

地方議会の課題に対する認識

23

回答者の住民票のある地域区分別に見ると、特別区・指定都市よりも中核市・特例市とその他地域の
方が「知っていた（※）」との回答が多い傾向がみられる。
※ 「背景や具体的な数値について知っていた」、「なんとなく聞いたことがあった」の合計。

全体/地域区分

特別区・指定都市
 (n=282)

全体
 (n=1,000)

中核市・特例市
 (n=254)

その他地域
 (n=442)

5.9

5.3

4.3

7.0

31.2

27.7

34.3

31.9

36.5

39.0

37.4

34.6

26.4

28.0

24.0

26.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

背景や具体的な数値について知っていた
なんとなく聞いたことがあった
知らなかった
意味がよくわからない

※地域区分は総務省ウェブサイト（URL：https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/bunken/chihou-
koukyoudantai_kubun.html、閲覧日：2023年3月3日）を基に分類した。



質問13：あなたは、特に町村議会において議員のなり手が減少している状況について、問題だと思いま
すか。（選択式/単一）

地方議会の課題に対する考え

24

特に町村議会における議員のなり手不足の状況について、全体の約6割程度が「問題だと思う」（※）と
の回答。女性の方が男性よりも、「問題だと思う」と回答した割合が高い。
※ 「問題だと思う」、「どちらかというと問題だと思う」の合計。

全体/性別

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

25.4

23.9

27.0

31.8

27.4

36.4

8.8

10.3

7.2

5.7

7.0

4.3

28.3

31.3

25.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

問題だと思う どちらかというと問題だと思う
どちらかというと問題だと思わない 問題だと思わない
わからない



質問13：あなたは、特に町村議会において議員のなり手が減少している状況について、問題だと思いま
すか。（選択式/単一）

地方議会の課題に対する考え

25

回答者の住民票のある地域区分別に見ると、特別区・指定都市よりも、中核市・特例市とその他地域
の方が「問題だと思う」（※）と回答した割合が高い。特に中核市・特例市ではその割合が高い。
※ 「問題だと思う」、「どちらかというと問題だと思う」の合計。

特別区・指定都市
 (n=282)

全体
 (n=1,000)

中核市・特例市
 (n=254)

その他地域
 (n=442)

25.4

25.2

27.6

24.7

31.8

27.0

33.1

34.4

8.8

10.6

5.9

9.3

5.7

6.4

5.5

5.2

28.3

30.9

28.0

26.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

問題だと思う どちらかというと問題だと思う
どちらかというと問題だと思わない 問題だと思わない
わからない

全体/地域区分

※地域区分は総務省ウェブサイト（URL：https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/bunken/chihou-
koukyoudantai_kubun.html、閲覧日：2023年3月3日）を基に分類した。



地方議会の課題に対する考え

26

質問14：質問13で「問題だと思う」「どちらかというと問題だと思う」と回答した理由をすべて教えてくださ
い。（選択式/複数、「その他」・「特に具体的な理由はない」以外はランダムに表示）

議員のなり手不足が問題だと思う理由として、全体の約6割が「ふさわしくない人が議員になってしまう恐
れがあるから」と回答。次点は約3割で「住民の議会・議員への関心が低くなる恐れがあるから」、さらに
「無投票当選は民主主義とは言えないから」と続く。

※「全体」の降順で掲載。

全体/性別

行政運営などに対するチェック機能が弱まってしまう恐れがあるから

国の各省庁や国会等に対し、公益に関する事柄について
意見書の提出を行う機能が弱まる可能性があるから

その他

特に具体的な理由はない

ふさわしくない人が議員になってしまう恐れがあるから

住民の議会・議員への関心が低くなる恐れがあるから

無投票当選は民主主義とは言えないから

多様な住民の意見・要望を踏まえて首長に対して提言する機能が弱まる可能性があるから

首長が提案する予算、決算、条例制定・改廃、契約締結等の審議の場において、
多様な住民の意見を反映するという機能が弱まってしまう恐れがあるから

住民の選択する機会が奪われるから

62.1

33.0

30.4

29.4

27.4

25.9

20.3

17.8

0.2

6.1

59.1

36.4

32.2

30.3

29.5

24.2

23.9

20.1

0.0

4.9

64.6

30.2

28.9

28.6

25.6

27.3

17.2

15.9

0.3

7.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

全体 (n=572)
男性 (n=264)
女性 (n=308)



選挙を行ったとしても
当選する人がいつも決まっているから

他に立候補者がいないのであれば、
今の立候補者で問題ないということだから

誰が議員になっても
住民の状況は変わらないから

投票・開票の手間が省けるから

その他

特に具体的な理由はない

27.6

26.2

23.4

17.2

4.1

20.7

32.6

23.6

25.8

20.2

5.6

14.6

19.6

30.4

19.6

12.5

1.8

30.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

全体 (n=145)
男性 (n=89)
女性 (n=56)

地方議会の課題に対する考え

27

質問15：質問13で「どちらかというと問題だと思わない」「問題だと思わない」と回答した理由を教えてくだ
さい。（選択式/複数、「その他」・「特に具体的な理由はない」以外はランダムに表示）

議員のなり手不足が問題だと思わない理由として、男性は「選挙を行ったとしても当選する人がいつも決
まっているから」との回答が最も多く、女性は「他に立候補者がいないのであれば、今の立候補者で問題
ないということだから」との回答が最も多かった。

※「全体」の降順で掲載。

全体/性別

• 税金が無駄だから
• 今の議員が仕事をせず不満だから
• 議員が昼寝したりなど、悪いイメージがあるから
• 必要な税が減るから
• 嫌になる人もいるだろうから



地方議会のあり方に対する考え

28

質問16：あなたは町村議会の議員のなり手が減少している状況の中で、町村議会のあり方について、ど
う考えますか。 以下の中から最も当てはまるものを選択してください。（選択式/複数、「その他」・「わからない」以外
はランダムに表示）

全体の約4割が「議員のなり手を増やすための取り組みを進めるべき」と回答し、約2割が「町村の合併を
進めるべき」と回答した。「議員のなり手を増やすための取り組みを進めるべき」との回答は男性よりも女
性の方が多く、「町村の合併を進めるべき」との回答は男性よりも女性の方が多かった。

※「全体」の降順で掲載。

議員のなり手を増やすための取り組みを進めるべき

町村の合併を進めるべき

町村議会の廃止を進めるべき

その他

わからない

40.1

16.2

9.6

0.2

41.2

36.2

19.8

11.7

0.2

41.2

44.2

12.3

7.4

0.2

41.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

全体 (n=1,000)
男性 (n=514)
女性 (n=486)

全体/性別



地方議会のあり方に対する考え

29

質問16：あなたは町村議会の議員のなり手が減少している状況の中で、町村議会のあり方について、ど
う考えますか。 以下の中から最も当てはまるものを選択してください。（選択式/複数、「その他」・「わからない」以外
はランダムに表示）

住民票のある地域区分別に見ると、地域規模が大きくなるほど「町村の合併を進めるべき」との回答が増
える傾向が見て取れた。「議員のなり手を増やすための取り組みを進めるべき」と回答した割合は、特別
区・指定都市よりも中核市・特例市とその他地域の方が高い傾向がある。

議員のなり手を増やすための取り組みを進めるべき

町村議会の廃止を進めるべき

その他

わからない

町村の合併を進めるべき

40.1

16.2

9.6

0.2

41.2

36.5

17.4

9.2

0.0

44.3

43.7

16.9

7.5

0.4

39.8

41.0

15.4

10.9

0.2

39.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

全体 (n=1,000)
特別区・指定都市 (n=282)
中核市・特例市 (n=254)
その他地域 (n=442)

全体/地域区分

※「全体」の降順で掲載。
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質問17：質問16で「議員のなり手を増やすための取り組みを進めるべき」と回答した方にお聞きします。
議員のなり手が減少する中で地方議会を維持するために、どのような取り組みを進めるべきですか。最大
3つ選択してください。（選択式/複数、「その他」・「わからない」以外はランダムに表示）

全体の半数程度が「若者の議会進出の促進するべき」と回答し、約4割が「女性の議会進出の促進す
るべき」と回答した。男性の方が女性の方よりも「若者の議会進出の促進するべき」と回答した割合が高
く、女性の方が男性よりも「女性の議会進出の促進するべき」と回答した割合が高かった。

※「全体」の降順で掲載。

全体/性別

若者の議会進出を促進するべき

女性の議会進出を促進するべき

兼業・副業の議員、育児・介護等の事情がある議員等が参加しやすくするため、オンラインでの議会参加を可能とするべき

会社員などが立候補しやすくするため、企業は社員が立候補する際の休暇取得制度を充実させるべき
（立候補休暇を就業規則などに定めるなど）

会社員が立候補しやすくするため、企業は社員が副業・兼業として議員となることを容認するべき

選挙運動費用の公費負担の導入拡大など、立候補者の選挙運動の費用負担を軽減するべき

わからない

議員定数を削減するべき

兼業・副業の議員、育児・介護等の事情がある議員等が参加しやすくするため、休日・夜間での議会の開催を増やすべき

議員報酬の引き上げなど、処遇改善を図るべき

議員報酬を無報酬や実費支給程度にして、ボランティア化するべき

その他

49.1

37.2

22.7

22.7

19.2

18.0

13.2

13.0

11.0

9.2

0.5

4.5

46.2

29.6

21.5

24.7

23.7

19.9

16.7

16.1

13.4

9.1

0.0

2.7

51.6

43.7

23.7

20.9

15.3

16.3

10.2

10.2

8.8

9.3

0.9

6.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

全体 (n=401)
男性 (n=186)
女性 (n=215)



詳細
1. 統一地方選挙に対する認識と行動
2. 地方議会に対する認識と考え
3. 地方議会の課題に対する考え
4. 地方議会のデジタル化に対する考え
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質問18：地方議会におけるデジタル化の推進が検討されています。どのようなデジタル化の取り組みを
進めるべきと考えますか。最大3つ選択してください。（選択式/複数、「その他」・「わからない」・「特にない・進めるべきでな
い」以外はランダムに表示）

男性は、「SNS等による議会の情報発信」、「オンラインによる市民アンケートの実施」、「議会のペーパー
レス化」の順に回答が多かった。女性は、「オンラインによる市民アンケートの実施」、「SNS等による議会
の情報発信」、「住民の意見や要望のデジタル提出」の順に回答が多かった。

議員と住民の
オンライン意見交換会

オンラインによる
市民アンケートの実施

SNS等による議会の情報発信

住民の意見や要望
のデジタル提出

議会のペーパーレス化

議会中継・録画の
オンライン配信

これまでの議会映像、
議事録等のデジタル化・

ウェブ上での公開

24.4

23.7

18.2

15.1

10.8

10.1

9.9

20.4

22.0

13.8

16.1

9.7

10.1

10.7

28.6

25.5

22.8

14.0

11.9

10.1

9.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

議会から国会、
国の各省庁等への

意見書のデジタル提出

その他

わからない

特にない・進めるべきでない

議員のオンラインでの議会参加

各種審議、決定のプロセスの
デジタル化・ウェブ上での公開

議会事務に関する
務効率化

9.3

8.0

8.0

7.6

0.4

13.9

20.1

9.3

9.1

8.8

9.7

0.4

13.8

22.2

9.3

6.8

7.2

5.3

0.4

14.0

17.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

全体 (n=1,000) 男性 (n=514) 女性 (n=486)

※「全体」の降順で掲載。

全体/性別
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あああああ

若者の半数近くは、地方議会の役割について知らなかったと回答した。また、都道
府県議会と市区町村議会のいずれについても、役割を果たしているのかどうか、どの
ような活動をしているのか、認識していない回答者が半数程度存在した。信頼度と
いう点でも、首長や地方自治体と比較すると、地方議会はやや低い傾向が見られ
た。地方議会の役割や活動をより強くに若者に伝えていく必要があるのではないか。

地方議会の役割・
活動についての
情報発信

あああああ

3割以上の若者が、地方議会に、「住民の意見・要望を聞く機会を設ける」、「住
民が生活で困っていることなどの相談を受ける」ことを期待していた。一方で、現状
では、都道府県議会と市区町村議会が役割を果たしているかどうかについて、男
女とも半数程度が「わからない」と回答している。若者の意見・要望や生活の困りご
とについて、議会が積極的に収集していく必要があるのではないか。

若者の声を聞く

あああああ

若者の半数近くが、「若者の議会進出の促進するべき」との考えを示した。また、女
性の4割強、男性の3割弱が「女性の議会進出の促進するべき」と回答した。第
54回調査においても、国会をよりよく機能させる方法として、より多くの若手議員や
女性議員の選出が挙げられており、今後益々、若者や女性等の多様な議員を増
やしていくような取り組みが進められることが期待される。

若者や女性の
議会進出の促進

あああああ

議会のデジタル化について、特に女性は、「オンラインによる市民アンケートの実施」、
「SNS等による議会の情報発信」、「住民の意見や要望のデジタル提出」といった、
議会と市民の接点を増やすような取り組みを進めるべきとの回答が多かった。デジタ
ルを活用することで、若者、特に女性の身近なところからの政治参加を促すことがで
きるのではないか。

デジタルを活用した
若者との接点づくり
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